
JP 2015-508205 A 2015.3.16

10

(57)【要約】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法
および装置が開示される。モバイルデバイスの外部の音
出力デバイスからのメディア音をキャプチャし、キャプ
チャされたメディア音から音特徴を抽出する。抽出され
た音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも
１つの基準音特徴を識別することによって、モバイルデ
バイスにおいて実行されるべき機能を決定し、基準音特
徴のセット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のう
ちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも
１つとに関連する。さらに、モバイルデバイスにおいて
、決定された機能を実行する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法であって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャすること
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出することと、
　前記抽出された音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特
徴を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前記機能を決
定することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの
少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行すること
は、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整することを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大きい場合、前記
キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することと、前記モバイルデバイスに
よって実行されるべき前記機能を決定することとが実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することは、
　前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、
　前記音特徴を生成するために、前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用
することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの基礎フィルタは、複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィ
ルタの各々によって１ペアのサンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づい
て、選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイス上で実行されるべき前記機
能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法であって、
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　複数の音センサーによって、少なくとも１つのメディア音を含む合成音をキャプチャす
ることと、
　前記合成音から前記少なくとも１つのメディア音を分離することと、
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から少なくとも１つの音特徴を抽出するこ
とと、
　前記少なくとも１つの抽出された音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくと
も１つの基準音特徴を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行される
べき前記機能を決定することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメ
ディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行すること
は、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示することを含む、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整することを
含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から前記少なくとも１つの音特徴を抽出す
ることは、
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から１つのメディア音を選択することと、
　前記選択されたメディア音から音特徴を抽出することと、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から前記少なくとも１つの音特徴を抽出す
ることは、すべての分離されたメディア音から音特徴を抽出することを含む、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１７】
　モバイルデバイスによって実行されるべき機能を決定するためのサーバであって、
　音特徴を受信するように構成された受信機と、前記音特徴は、前記モバイルデバイスに
よってキャプチャされたメディア音から抽出され、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
るように構成された識別ユニットと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数
のメディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し
、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
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実行されるべき前記機能を決定するように構成された機能決定ユニットと、
　を備える、サーバ。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記機能決定ユニットは、前記モバ
イルデバイス上に前記広告を表示するような前記機能を決定するように構成された、請求
項１７に記載のサーバ。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記機能決定ユニットは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信し、
　前記検索エンジンから検索結果を受信し、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力するような
前記機能を決定するように構成された、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２０】
　前記機能決定ユニットは、前記モバイルデバイスの構成を調整するような前記機能を決
定するように構成された、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２１】
　前記機能決定ユニットは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力し、
　前記機能を実行するための入力を受信し、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行するような
前記機能を決定するように構成された、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２２】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大
きい場合、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項１７に記載のサーバ
。
【請求項２３】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、前
記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用するこ
ととによって、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項１７に記載のサ
ーバ。
【請求項２４】
　複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィルタの各々によって１ペアのサンプル音
から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づいて、前記少なくとも１つの基礎フィルタ
を選択するように構成された基礎フィルタ生成器をさらに備える、請求項２３に記載のサ
ーバ。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスによって実行されるべき前
記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２６】
　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャするよう
に構成された音センサーと、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出するように構成された音特徴抽出器
と、
　前記音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別する
ように構成された識別ユニットと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数の
メディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき機能を決定するように構成された機能決定ユニットと、
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　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行するように構成された制御ユ
ニットと、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記制御ユニットは、前記モバイル
デバイス上に前記広告を表示するように構成された、請求項２６に記載のモバイルデバイ
ス。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記制御ユニットは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を行うように構成された、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２９】
　前記制御ユニットは、前記モバイルデバイスの構成を調整するように構成された、請求
項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３０】
　前記制御ユニットは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を行うように構成された、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３１】
　前記音センサーは、所定の時間間隔で環境音を受信することと、前記受信された環境音
が前記メディア音であるかどうかを決定することとによって、前記メディア音をキャプチ
ャするようにさらに構成された、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３２】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための命令を記憶する非一時的コンピュータ
可読記憶媒体であって、前記命令は、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャすること
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出することと、
　前記抽出された音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴
を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前記機能を決定
することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少
なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、
　の動作をプロセッサに実行させる、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行すること
は、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示することを含む、請求項３２に記載の媒体
。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、請求項３２に記載の媒体。
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【請求項３５】
　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整することを
含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３６】
　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３７】
　前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大きい場合、前記
キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することと、前記モバイルデバイスに
よって実行されるべき前記機能を決定することとが実行される、請求項３２に記載の媒体
。
【請求項３８】
　前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することは、
　前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、
　前記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用す
ることと、
　を含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの基礎フィルタは、複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィ
ルタの各々によって１ペアのサンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づい
て、選択される、請求項３８に記載の媒体。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前
記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項３２に記載の媒体。
【請求項４１】
　モバイルデバイスによって実行されるべき機能を決定するためのサーバであって、
　音特徴を受信する手段と、前記音特徴は、前記モバイルデバイスによってキャプチャさ
れたメディア音から抽出され、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
る手段と、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少な
くとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき前記機能を決定する手段と、
　を備える、サーバ。
【請求項４２】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定する手段は、前記モバイル
デバイス上に前記広告を表示するような前記機能を決定するように構成された、請求項４
１に記載のサーバ。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記決定する手段は、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信し、
　前記検索エンジンから検索結果を受信し、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力するような
前記機能を決定するように構成された、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４４】
　前記決定する手段は、前記モバイルデバイスの構成を調整するような前記機能を決定す
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るように構成された、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４５】
　前記決定する手段は、
　実行されるべき前記機能の通知を出力し、
　前記機能を実行するための入力を受信し、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行するような
前記機能を決定するように構成された、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４６】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大
きい場合、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項４１に記載のサーバ
。
【請求項４７】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、前
記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用するこ
ととによって、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項４１に記載のサ
ーバ。
【請求項４８】
　複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィルタの各々によって１ペアのサンプル音
から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づいて、前記少なくとも１つの基礎フィルタ
を選択する手段をさらに備える、請求項４７に記載のサーバ。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスによって実行されるべき前
記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項５０】
　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャする手段
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出する手段と、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
る手段と、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少な
くとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき機能を決定する手段と、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行する手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項５１】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記実行する手段は、前記モバイル
デバイス上に前記広告を表示するように構成された、請求項５０に記載のモバイルデバイ
ス。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記実行する手段は、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと
を行うように構成された、請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５３】
　前記実行する手段は、前記モバイルデバイスの構成を調整するように構成された、請求
項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５４】
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　前記実行する手段は、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を行うように構成された、請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人（出願人）に譲渡され、参照により本明細書に明
確に組み込まれる、２０１２年２月８日に出願された米国仮出願第６１／５９６，５７６
号および２０１３年１月２８日に出願された米国非仮出願第１３／７５２，０８０号の優
先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に、ポータブルコンピューティングデバイス上の機能を制御することに
関する。より詳細には、本開示は、音識別に基づいてモバイルデバイスを制御することに
関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]近年、スマートフォンおよびタブレットコンピュータなど、モバイルデバイスの
使用が普及してきた。これらのデバイスは、一般に、ワイヤレスネットワークを介して音
声およびデータ通信機能を与える。さらに、そのようなモバイルデバイスは、ユーザが、
インターネットをブラウズすること、写真またはビデオを撮ること、電話呼またはビデオ
呼を行うことなど、様々な機能を実行することを可能にする。したがって、たいていのユ
ーザは、便利な機能のために、そのようなモバイルデバイスを常に携帯している。
【０００４】
　[0004]しかしながら、モバイルデバイスは、しばしば、望ましくない状況で動作させら
れる。たとえば、モバイルフォンのユーザは、しばしば、映画館などのいくつかの状況で
はモバイルフォンの電源を切ることを期待される。最善の意図にもかかわらず、何人かの
ユーザは、電話の電源を切るのを忘れることがあり、近くの観客を迷惑がられる。
【０００５】
　[0005]さらに、モバイルデバイスユーザは、日常生活において様々な情報を受ける。ユ
ーザが、興味の対象に関するより多くの情報を見つけ出すことを望むとき、ユーザは、一
般に、自分のモバイルデバイス上でクエリを手動で入力することによって情報の検索を実
行する。運転中のユーザにとって、これはあまり便利な作業でないことがある。
【０００６】
　[0006]したがって、ユーザによる手入力なしにモバイルデバイスにおいて機能を自動的
に実行することができる方法および装置が必要である。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示は、音識別に基づいてモバイルデバイス上で機能を制御するための方法、
システムおよびデバイスを提供する。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様によれば、モバイルデバイスを制御するための方法が開示される
。本方法では、モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音がキャプチャ
され、キャプチャされたメディア音から音特徴が抽出される。抽出された音特徴に基づい
て基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別することによって、モバイ
ルデバイスによって実行されるべき機能が決定され、基準音特徴のセット中の各基準音特
徴は、複数のメディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つ
とに関連する。当該決定された機能は、モバイルデバイスにおいて実行される。さらに、
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本方法は、音特徴を生成するために少なくとも１つの基礎フィルタ（basis filter）を適
用することを含み得る。本開示は、本方法に関係するデバイス、システム、サーバ、手段
の組合せ、およびコンピュータ可読媒体についても説明する。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様によれば、モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方
法が開示される。本方法では、少なくとも１つのメディア音を含む合成音（composite so
und）は、複数の音センサーによってキャプチャされる。少なくとも１つのメディア音は
、合成音から分離される。また、少なくとも１つの抽出された音特徴に基づいて基準音特
徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別することによって、モバイルデバイス
において実行されるべき機能が決定される。基準音特徴のセット中の各基準音特徴は、複
数のメディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連
する。決定された機能はモバイルデバイスにおいて実行される。本開示では、本方法に関
係するデバイス、システム、サーバ、手段の組合せ、およびコンピュータ可読媒体につい
ても説明する。
【００１０】
　[0010]本開示のさらに別の態様によれば、サーバは、受信機と、識別ユニットと、機能
決定ユニットとを含む。受信機は音特徴を受信するように構成され、音特徴は、モバイル
デバイスによってキャプチャされたメディア音から抽出される。識別ユニットは、音特徴
に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別するように構成さ
れ、基準音特徴のセット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少なくとも１つ
と、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連する。機能決定ユニットは、少なくとも
１つの識別された基準音特徴に基づいてモバイルデバイスによって実行されるべき機能を
決定するように構成される。
【００１１】
　[0011]本開示のまた別の態様によれば、モバイルデバイスは、音センサーと、音特徴抽
出器と、識別ユニットと、機能決定ユニットと、制御ユニットとを含む。音センサーは、
モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャするように構成
される。音特徴抽出器は、キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出するように構成
される。識別ユニットは、音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基
準音特徴を識別するように構成され、基準音特徴のセット中の各基準音特徴は、複数のメ
ディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連する。
機能決定ユニットは、少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいてモバイルデバイ
スにおいて実行されるべき機能を決定するように構成される。制御ユニットは、モバイル
デバイスにおいて、決定された機能を実行するように構成される。
【００１２】
　[0012]本開示の発明的態様の実施形態は、以下の発明を実施するための形態を参照し、
添付の図面とともに読めば理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】いくつかの実施形態に従って、モバイルデバイスが、機能を実行するためにメデ
ィア音をキャプチャするように構成された、映画館を示す図。
【図２】いくつかの実施形態に従って、テレビジョンからキャプチャされたメディア音に
基づいて機能を実行するように構成されたモバイルデバイスを装備した視聴者を示す図。
【図３】いくつかの実施形態に従って、それぞれ、テレビジョンからのメディア音に基づ
いてチャット機能を起動するように構成されたモバイルデバイスを装備した視聴者を示す
図。
【図４】いくつかの実施形態に従って、車中のカーオーディオからのメディア音に応答し
て機能を実行するように構成され得るモバイルデバイスを装備した運転者を示す図。
【図５】いくつかの実施形態に従って、バス中のスピーカーからのメディア音に応答して
機能を実行するように構成され得るモバイルデバイスを装備した、バスの乗客を示す図。



(10) JP 2015-508205 A 2015.3.16

10

20

30

40

50

【図６Ａ】いくつかの実施形態に従って、メディア音から抽出された音特徴に基づいてモ
バイルデバイスにおいて実行されるべき機能を決定するように構成されたシステムを示す
ブロック図。
【図６Ｂ】いくつかの実施形態に従って、サーバが、モバイルデバイスから受信したメデ
ィア音に基づいてモバイルデバイスにおいて実行されるべき機能を決定するように構成さ
れた、システムを示すブロック図。
【図７】いくつかの実施形態に従って、実行されるべき機能を決定するための音特徴デー
タベースを含むモバイルデバイスのブロック図。
【図８】一実施形態に従って、音特徴データベースのデータ構造を示すブロック図。
【図９】いくつかの実施形態に従って、サーバにおいて実行されるべき機能を決定するこ
とによって、メディア音から抽出された音特徴に基づいてモバイルデバイスによって機能
を実行するための方法のフローチャート。
【図１０】いくつかの実施形態に従って、メディア音の音特徴に基づいてモバイルデバイ
スにおいて実行されるべき機能を決定するための、サーバによって実行される方法のフロ
ーチャート。
【図１１】いくつかの実施形態に従って、メディア音に基づいて機能を決定し、実行する
ための、モバイルデバイスによって実行される方法のフローチャート。
【図１２】いくつかの実施形態に従って、基礎フィルタに基づいてメディア音から音特徴
を抽出するための、モバイルデバイスによって実行される方法のフローチャート。
【図１３】いくつかの実施形態に従って、音特徴を抽出する際に使用する複数の基礎フィ
ルタから少なくとも１つの基礎フィルタを選択するための方法のフローチャート。
【図１４】いくつかの実施形態に従って、複数のメディア音のうちの少なくとも１つをキ
ャプチャすることに応答して少なくとも１つの機能を実行するように構成された、複数の
音センサーを有するモバイルデバイスを示す図。
【図１５】いくつかの実施形態に従って、複数の音から選択されたメディア音に応答して
機能を実行するためのモバイルデバイスにおける方法のフローチャート。
【図１６】いくつかの他の実施形態に従って、複数のメディア音に応答して少なくとも１
つの機能を実行するためのモバイルデバイスにおける方法のフローチャート。
【図１７】いくつかの実施形態に従って、音識別に基づいて機能を制御するための方法お
よび装置が実装され得る例示的なモバイルデバイスのブロック図。
【図１８】いくつかの実施形態に従って、音識別に基づいて機能を制御するための方法お
よび装置が実装され得るサーバシステムのブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0032]次に、添付の図面にそれの例が示されている、様々な実施形態を詳細に参照する
。以下の発明を実施するための形態では、本主題の完全な理解を与えるために多数の具体
的な詳細を記載する。ただし、本主題はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが
当業者には明らかであろう。他の事例では、様々な実施形態の態様を不必要に不明瞭にし
ないように、よく知られている方法、プロシージャ、システム、および構成要素について
は詳細に説明していない。
【００１５】
　[0033]図１に、いくつかの実施形態による、モバイルデバイス１３０が、機能を実行す
るためにメディア音をキャプチャするように構成された、映画館１００を示す。映画館１
００にいる視聴者１２０（たとえば、映画ファン）はモバイルデバイス１３０を有し得る
。モバイルデバイス１３０は、たとえば、マイクロフォンなどの音キャプチャ機能、なら
びに／あるいはデータおよび／または通信ネットワークを通した通信機能を装備した、セ
ルラーフォン、スマートフォン、ラップトップコンピュータまたはタブレットパーソナル
コンピュータなど、任意の好適なデバイスであり得る。視聴者１２０は、映画館１００に
おいてモバイルデバイス１３０の電源を切るのを忘れることがある。
【００１６】
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　[0034]視聴者１２０のモバイルデバイス１３０は環境音をキャプチャするように動作可
能である。映画が始まる前に、映画館１００は、１つまたは複数のスピーカー１４０を通
して「電話の電源を切ってください」などのメディア音を再生し得、映画スクリーン１１
０上に、対応する視覚メッセージを表示することもある。モバイルデバイス１３０は、メ
ディア音をキャプチャし、キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出する。
【００１７】
　[0035]スピーカー１４０を通して再生されるメディア音は、再生のためにキャプチャさ
れ、録音された音である。本明細書で使用するメディア音（たとえば、ソース音またはデ
ータベース中に登録された音）は、再生のために記憶媒体（たとえば、光媒体、磁気媒体
、またはデジタル媒体）上に記録され得る、音声、音楽、または任意のタイプの音であり
得る。メディア音は、音を一意に記述するかまたは表す音特徴によって特徴づけられ、オ
ーディオフィンガープリント、音シグネチャ（sound signature）、または任意の他の音
識別子を含み得る。メディア音を特徴づける音特徴は、メディア音に応答してモバイルデ
バイスの電源を切ることなど、モバイルデバイスによって実行されるべき機能に関連し得
る。「機能」（または代替的に「アクション」と呼ばれる）という用語は、モバイルデバ
イスにおいて実行または履行され得る、任意の動作またはその動作のための命令を指す。
【００１８】
　[0036]キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出した後、モバイルデバイス１３０
は、抽出された音特徴に関連する機能を決定し得る。図示の例では、「電話の電源を切っ
てください」というアナウンスは、映画館１００における再生のために声優によってあら
かじめ録音され得る。機能が決定されると、モバイルデバイス１３０は機能を実行する。
たとえば、モバイルデバイス１３０は、視覚、オーディオ、または触覚通知を与えること
によって、視聴者１２０にモバイルデバイス１３０の電源を切るように促す機能を実行し
得る。いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１３０は、視聴者１２０による介入を
必要とすることなしに、モバイルデバイス１３０の電源を自動的に切るように構成され得
る。
【００１９】
　[0037]図２に、いくつかの実施形態による、テレビジョン２１０からキャプチャされた
メディア音に基づいて機能を実行するように構成されたモバイルデバイス１３０を装備し
た視聴者１２０を示す。図示の実施形態では、テレビジョン２１０からブロードキャスト
されるいくつかの音はメディア音であり得、メディア音の各々は、モバイルデバイス機能
に関連する音特徴によって特徴づけられる。テレビジョン２１０がメディア音をブロード
キャストしたとき、モバイルデバイス１３０は、メディア音をキャプチャし、メディア音
から音特徴を抽出する。
【００２０】
　[0038]一実施形態では、テレビジョン２１０は、スクリーン上にコマーシャルを表示し
、同時に、テレビジョン２１０の１つまたは複数のスピーカー２４０を通してそのコマー
シャルに関連するメディア音を再生し得る。たとえば、テレビジョン２１０は、人気があ
る缶飲料の広告を再生し得、あらかじめ録音されている、缶飲料に関係する音クリップ（
たとえば、缶飲料を飲んでいる人）がモバイルデバイス１３０によってキャプチャされる
。キャプチャされると、メディア音は、キャプチャされた音クリップのための一意の音特
徴を抽出するためにデジタル的に処理される。音特徴は、モバイルデバイス１３０が、情
報の検索、たとえば、インターネット検索を自動的に実行し得るように、モバイルデバイ
ス１３０によって実行されるべき機能に関連し得る。缶飲料コマーシャルの例では、モバ
イルデバイス１３０は、製品詳細、クーポン、または缶飲料に関係する検索結果を表示す
るために、たとえば、検索エンジンを介して検索を自動的に実行し得る。別の例では、モ
バイルデバイス１３０によって実行されるべき機能は、視聴者１２０がテレビジョン２１
０でフットボールの試合を見ている間、フットボールプレーヤーに関する最新の統計の検
索を実行することであり得る。また別の例では、モバイルデバイス１３０は、視聴者１２
０が見ているテレビ番組、たとえばニュース番組または朝番組のウェブサイトの検索を実
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行し得る。
【００２１】
　[0039]図３に、いくつかの実施形態による、それぞれテレビジョン３１２Ａおよび３１
２Ｂからのメディア音に基づいてチャット機能を起動するように構成された、それぞれモ
バイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂを装備した視聴者１２０Ａおよび１２０Ｂを示す
。図示の実施形態では、視聴者１２０Ａは第１のロケーション３１０Ａにおいてテレビジ
ョン３１２Ａを見ているが、視聴者１２０Ｂは第２のロケーション３１０Ｂにおいてテレ
ビジョン３１２Ｂを見ている。視聴者１２０Ａおよび１２０Ｂが同じテレビ番組（たとえ
ば、ショー、コマーシャル、スポーツイベントなど）を見ているとき、モバイルデバイス
１３０Ａおよび１３０Ｂは、それぞれテレビジョン３１２Ａおよび３１２Ｂからブロード
キャストされたメディア音をキャプチャし、キャプチャされたメディア音から音特徴を抽
出するように構成される。たとえば、テレビ番組中の俳優３３０の音声などのメディア音
がテレビジョン３１２Ａのスピーカー３２０Ａを通して再生されたとき、モバイルデバイ
ス１３０Ａは俳優３３０の音声のメディア音をキャプチャし得る。同様に、モバイルデバ
イス１３０Ｂは、視聴者１２０Ａおよび１２０Ｂが同じテレビ番組を見ているので、スピ
ーカー３２０Ｂを通して俳優３３０の音声の同じメディア音をキャプチャし得る。
【００２２】
　[0040]モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂが俳優３３０の音声のメディア音をキ
ャプチャすると、モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂは、キャプチャされたメディ
ア音から音特徴を抽出し、ネットワーク３５０を通して、抽出された音特徴をサーバ３４
０に送信し得る。ネットワーク３５０は、任意のタイプのネットワーク、ならびに、限定
はしないが、セルラーネットワーク、回線交換ネットワーク、公衆交換ネットワーク、ロ
ーカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、ワイヤレスネットワーク、およ
び／またはパケット交換ネットワークなどを含む、ネットワークの任意の組合せであり得
る。サーバ３４０は、俳優３３０の音声のメディア音から抽出された基準音特徴を記憶し
得る。サーバ３４０は、モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂからの受信した音特徴
は、両方の音特徴が基準音特徴と同じであると決定された場合に、同じメディア音を表す
と決定する。
【００２３】
　[0041]サーバ３４０は、次いで、モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂによって実
行されるべきである、基準音特徴に関連する機能を決定する。たとえば、機能は、音声ま
たはビデオチャットセッション、ソーシャルネットワーキングサービス、テキストおよび
／またはピクチャ交換サービスなどを開始することなど、モバイルデバイス１３０Ａとモ
バイルデバイス１３０Ｂの両方の上で同様の動作をアクティブにする機能であり得る。サ
ーバ３４０は、モバイルデバイスによって実行されるべき機能を識別する情報（たとえば
、データまたは命令）をモバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂに送信する。モバイル
デバイス１３０Ａおよび１３０Ｂは、実行されるべき機能を識別する情報を受信し、その
機能を実行し得る。一実施形態では、モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂは、それ
ぞれモバイルデバイス１３０Ａの視聴者１２０Ａとモバイルデバイス１３０Ｂの視聴者１
２０Ｂとの間で通信セッション（たとえば、音声またはビデオチャットセッション）を開
始するために、識別された機能を実行する。
【００２４】
　[0042]一実施形態では、サーバ３４０は、モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂに
よるキャプチャされた音が、サーバ３４０においてデータベース中に登録されたメディア
音のうちの１つであるかどうかを決定することによって、音出力デバイスから出力される
音（すなわち、メディア音）と音出力デバイス以外のソースから出力されるライブ音（す
なわち、メディア音でない音）とを区別することが可能であり得る。たとえば、俳優３３
０が、第２のロケーション３１０Ｂに物理的に存在し、テレビジョン３１２Ｂがオンにな
ることなしに視聴者１２０Ｂに向かって話している場合、モバイルデバイス１３０Ｂは、
俳優３３０のライブ音声（すなわち、メディア音でない音）をキャプチャし、キャプチャ



(13) JP 2015-508205 A 2015.3.16

10

20

30

40

50

された音声から音特徴を抽出し得る。一方、モバイルデバイス１３０Ａは、テレビジョン
３１２Ａからの俳優３３０の音（すなわち、メディア音）をキャプチャして、音特徴を抽
出する。モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂは、次いで、抽出された音特徴を、モ
バイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂからの抽出された音特徴が同じ基準音特徴に関連
するかどうかを決定するように構成されたサーバ３４０に送信する。第２のロケーション
３１０Ｂにおいてキャプチャされた俳優のライブ音声のための音特徴の場合、サーバ３４
０におけるデータベースは、一致する基準音特徴を有さず、したがって、モバイルデバイ
ス１３０Ａによってキャプチャされた音が、モバイルデバイス１３０Ｂによってキャプチ
ャされた俳優のライブ音声とは異なると決定する。その結果、サーバ３４０は、モバイル
デバイス１３０Ａおよび１３０Ｂによって実行されるべき機能を識別する情報を与えない
。
【００２５】
　[0043]図４に、いくつかの実施形態による、車４１０中のカーオーディオ４３０からの
メディア音に応答して機能を実行するように構成され得るモバイルデバイス１３０を装備
した運転者４２０を示す。図示の実施形態では、カーオーディオ４３０は、あらかじめ録
音されている広告、音楽、ニュース、または天気予報など、ある音をブロードキャストし
得る。たとえば、製品に関係する広告の音クリップが、メディア音としてモバイルデバイ
ス１３０によってキャプチャされ得る。キャプチャされたメディア音から、モバイルデバ
イス１３０は、音特徴を抽出し、抽出された音特徴を図３のサーバ３４０などのサーバに
送信し得る。いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１３０はまた、全地球測位シス
テム（ＧＰＳ）など、モバイルデバイス１３０のロケーション追跡機能を使用することに
よって、抽出された音特徴とともにモバイルデバイス１３０のロケーション情報をサーバ
３４０に送信し得る。
【００２６】
　[0044]モバイルデバイス１３０から音特徴を受信した後、サーバ３４０は、音特徴が、
サーバ３４０に記憶された基準音特徴と同じであるかどうかを決定し得る。モバイルデバ
イス１３０から受信した音特徴が基準音特徴と同じであるとサーバ３４０が決定した場合
、サーバ３４０は、モバイルデバイス１３０によって実行されるべき機能を決定し、機能
を識別する情報をモバイルデバイス１３０に送信し得る。たとえば、機能は、メディア音
を通して広告されている製品が購入され得るロケーションのリストを与えることであり得
る。モバイルデバイス１３０は、サーバ３４０から、機能を識別する情報を受信し、マッ
プ中にロケーションのリストを表示すること、または会社の名前、ロケーション情報およ
び電話番号など、詳細な情報を与えることによって機能を実行する。
【００２７】
　[0045]別の実施形態では、サーバ３４０は、モバイルデバイス１３０の広告された製品
および／またはロケーションに基づいて販売促進情報（たとえば、割引券、無料サービス
クーポンなど）を与えるために機能を決定し得る。他の機能は、カーオーディオ４３０上
でブロードキャストされ得る任意のメディア音に基づいて、モバイルデバイス１３０上で
可能であり、広告に限定される必要がないことを諒解されよう。
【００２８】
　[0046]図５に、いくつかの実施形態による、バス５１０中のスピーカー５４０からのメ
ディア音に応答して機能を実行するように構成され得るモバイルデバイス１３０を装備し
た、バス５１０の乗客５２０を示す。乗客５２０がバス５１０中にいる間、乗客に次の停
留所について通知するために、バス５１０中のスピーカー５４０を通してアナウンスなど
のメディア音が生じ得る。乗客５２０のモバイルデバイス１３０は、そのようなアナウン
スをキャプチャし、前に説明したように、モバイルデバイス１３０上で機能を実行するた
めに処理され得る音特徴を抽出するために、キャプチャされた音を処理するように構成さ
れ得る。
【００２９】
　[0047]次の停留所のアナウンスが行われたとき、乗客５２０が、イヤフォンを用いてモ
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バイルデバイス１３０で音楽を聞いている場合、乗客５２０はアナウンスが聞こえないこ
とがある。したがって、モバイルデバイス１３０は、アナウンスをキャプチャし、アナウ
ンスの抽出された音特徴に基づいて、オーディオおよび／またはビジュアルメッセージ、
触覚通知、またはそれらの任意の組合せを出力することなど、乗客５２０に次の停留所に
ついて通知する機能を実行し得る。たとえば、モバイルデバイス１３０は、乗客５２０に
対して再生されている音楽を停止し、および／または振動通知を生成するように構成され
得る。さらに、モバイルデバイス１３０は、モバイルデバイス１３０のスクリーン上にポ
ップアップメッセージ（たとえば、「次の停留所が目的地です」）を表示し得る。いくつ
かの実施形態では、乗客５２０は、目的地の停留所がアナウンスされたときに通知を受信
するために、目的地情報を用いてモバイルデバイス１３０を事前構成し得る。
【００３０】
　[0048]モバイルデバイス１３０は、メディア音に基づいて他の機能を実行するように構
成され得る。たとえば、モバイルデバイス１３０は、目的地の停留所のあらかじめ録音さ
れたアナウンスに基づく地図または公共交通ルートなど、ロケーション情報を表示するよ
うに構成され得る。別の例では、モバイルデバイス１３０は、バス５１０のスピーカー５
４０を介してアナウンスされるあらかじめ録音された広告をキャプチャし、乗客５２０に
、広告された製品に関連する製品情報および／またはロケーション情報を通知し得る。
【００３１】
　[0049]いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１３０は、メディア音（たとえば、
ラジオまたはテレビ番組、コマーシャル音クリップ、スピーカーアナウンスなどから）を
、再生中いつでもキャプチャし得ることを諒解されよう。いくつかの実施形態では、メデ
ィア音は、一定の時間間隔においてモバイルデバイス１３０によってキャプチャされ得る
。たとえば、図３に示したようにテレビ番組を見る場合、視聴者１２０Ｂが視聴者１２０
Ａよりも後で同じテレビ番組に同調した場合、モバイルデバイス１３０Ａおよび１３０Ｂ
は、次に、テレビジョン３１２Ｂ上で、関連する音特徴を有するメディア音が再生された
ときにチャットサービスを開始する。
【００３２】
　[0050]図６Ａは、いくつかの実施形態による、メディア音から抽出された音特徴に基づ
いてモバイルデバイス１３０Ａにおいて実行されるべき機能を決定するように構成された
システム６００Ａを示すブロック図である。システム６００Ａは、ネットワーク３５０を
介して接続された、モバイルデバイス１３０Ａとサーバ３４０Ａと含み得る。モバイルデ
バイス１３０Ａは、音センサー６１２と、音特徴抽出器６１４と、送信機６１６と、受信
機６１８と、制御ユニット６２０と、出力ユニット６２２とを含み得る。音センサー６１
２は、電話の電源を切ること、通知を送ること、またはインターネット上で検索を行い、
検索結果を与えることなど、メディア音に関連する機能を識別するために使用され得る少
なくとも１つの一意の音特徴を有するメディア音をキャプチャするように構成される。た
とえば、音センサー６１２は、１つまたは複数のマイクロフォン、または周囲の周囲音を
検出、感知、および／またはキャプチャするために使用される他のタイプの音センサーを
含み得る。音センサー６１２は、通話のためにまたはビデオを録音するためにモバイルデ
バイス１３０Ａに組み込まれたマイクロフォン、または周囲音を受信するための専用のマ
イクロフォンであり得る。音特徴抽出器６１４は、音声およびオーディオコーディング、
圧縮、認識ならびに分析方法を含む、好適な信号処理方法を使用することによって、音セ
ンサー６１２からメディア音を受信し、メディア音から一意の音特徴（たとえば、オーデ
ィオフィンガープリントまたは音シグネチャ）を抽出する。たとえば、そのような方法に
は、オーディオフィンガープリンティング、音声認識または音声およびオーディオコーデ
ィングのための周知の方法である、スペクトル分析、ＭＦＣＣ（メル周波数ケプストラム
係数（Mel-frequency cepstral coefficient））、ＬＰＣ（線形予測コーディング（line
ar predictive coding））、および／またはＬＳＰ（線スペクトル対（line spectral pa
ir））技法がある。また、以下でより詳細に説明するように、一意の音特徴は、キャプチ
ャされたメディア音に基礎フィルタを適用することによって抽出され得る。
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　[0051]モバイルデバイス１３０Ａの送信機６１６は、ネットワーク３５０を介して、抽
出された音特徴をサーバ３４０Ａに送信するように構成される。サーバ３４０Ａは、以下
でより詳細に説明するように、モバイルデバイス１３０Ａによって実行されるべき機能を
決定するためにモバイルデバイス１３０Ａから受信した音特徴を処理し、ネットワーク３
５０を介してモバイルデバイス１３０Ａに機能を識別する情報を与える。モバイルデバイ
ス１３０Ａの受信機６１８は、音特徴に基づいて決定された機能を識別する情報を受信し
、機能を識別する情報を、モバイルデバイス１３０Ａにおいて機能を実行するように構成
された制御ユニット６２０に送信するように構成される。たとえば、制御ユニット６２０
は、モバイルデバイス１３０Ａの電源を切ることまたは出力ユニット６２２を通して通知
メッセージを表示することによって機能を実行し得る。
【００３４】
　[0052]サーバ３４０Ａは、モバイルデバイス１３０Ａから受信した音特徴に基づいてモ
バイルデバイス１３０Ａ上で実行されるべき機能を決定するように構成される。サーバ３
４０Ａは、受信機６４２と、機能決定ユニット６４４と、音特徴データベース６４６と、
基礎フィルタ生成器６５０と、送信機６４８と、サンプル音データベース６５２とを含み
得る。受信機６４２は、モバイルデバイス１３０Ａから音特徴を受信するように構成され
、モバイルデバイス１３０Ａによって実行されるべき機能を決定するために音特徴を機能
決定ユニット６４４に与える。
【００３５】
　[0053]機能決定ユニット６４４は、受信した音特徴との最も大きい類似度を有する基準
音特徴を識別するために、音特徴データベース６４６にアクセスするように構成される。
音特徴データベース６４６は複数の基準音特徴を含み、基準音特徴の各々は、メディア音
から抽出され、モバイルデバイスによって実行されるべき機能に関連する。一実施形態で
は、抽出された音特徴または基準音特徴は、メディア音を一意に記述するかまたは表す値
の任意の好適なセットによって表され得る。たとえば、値のセットは、周波数領域スペク
トル、電力領域スペクトルなどに対応し得る。メディア音は、音を一意に記述するかまた
は表す音特徴によって特徴づけられ、オーディオフィンガープリント、音シグネチャ、ま
たは任意の他の音識別子を含み得る。したがって、音特徴データベース６４６は、複数の
抽出された音特徴または基準音特徴から構成され得、それらの音特徴の各々は、関連する
機能を有する。本明細書で説明するように、音特徴がメディア音から抽出され、関連する
機能とともに音特徴データベース６４６中に含まれているとき、メディア音は、音特徴デ
ータベース６４６中に登録されていると見なされ得る。したがって、入力メディア音が音
特徴データベース６４６中に登録されているとき、音特徴データベース６４６から、モバ
イルデバイスによって実行されるべき対応する機能が識別され得る。
【００３６】
　[0054]以下の表１に示すように、音特徴データベース６４６は複数の基準音特徴１～Ｎ
を含み得、基準音特徴の各々は、実行されるべき機能に関連する。たとえば、基準音特徴
１は、「電話の電源を切る」という機能に関連するが、基準音特徴２は、インターネット
上で製品検索を行い、検索結果を与える機能に関連し得る。
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【表１】

【００３７】
　[0055]サーバ３４０Ａ中の基礎フィルタ生成器６５０は、サンプル音データベース６５
２のサンプル音を使用することによって、抽出された音特徴に適用され得る１つまたは複
数の基礎フィルタを生成するように構成される。さらに、基礎フィルタは、音特徴データ
ベース６４６の精度を改善するために、音特徴データベース６４６を更新するために使用
され得る。基礎フィルタ生成器６５０の具体的な動作を以下でより詳細に与える。
【００３８】
　[0056]受信した音特徴に基づいて、機能決定ユニット６４４は、音特徴データベース６
４６にアクセスし、受信した音特徴との最も大きい類似度を有する基準音特徴を決定する
。基準音特徴が音特徴データベース６４６から識別されると、機能決定ユニット６４４は
、音特徴データベース６４６からの識別された基準音特徴に関連する機能を決定する。サ
ーバ３４０Ａは、送信機６４８を介してネットワーク３５０を通して、機能を識別する情
報をモバイルデバイス１３０Ａに送信する。モバイルデバイス１３０Ａの制御ユニット６
２０は、受信機６１８を介してサーバ３４０Ａから、機能を識別する情報を受信し、たと
えば、モバイルデバイス１３０Ａの電源を切ることまたは出力ユニット６２２を通して通
知メッセージを表示することによって、モバイルデバイス１３０Ａにおいて機能を実行す
る。
【００３９】
　[0057]一実施形態では、モバイルデバイス１３０Ａまたは１３０Ｂは、ユーザ介入を必
要とすることなしに、音処理機能を自動的に実行するように構成され得る。言い換えれば
、ユーザは、モバイルデバイス１３０Ａまたは１３０Ｂ上での機能の実行を手動で開始す
る必要がない。この場合、モバイルデバイス１３０Ａまたは１３０Ｂの音センサー６１２
は、モバイルデバイス１３０Ａまたは１３０Ｂ上で実行されるべき機能を決定するために
、たとえば、連続的に環境音をキャプチャして、登録されたメディア音を認識し得る。し
かしながら、モバイルデバイス１３０Ａまたは１３０Ｂが連続的に環境音をキャプチャし
、処理するように動作している間、電力は、概して、一般に容量が制限されるバッテリか
ら消費される。したがって、バッテリを節約するために、以下のいくつかの実施形態で説
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明するように、低電力モードで動作することによって、モバイルデバイス１３０Ａまたは
１３０Ｂの電力消費が低減され得る。
【００４０】
　[0058]いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１３０Ａは、電力消費を低減するた
めに、所定の時間間隔において環境音をキャプチャし得る。この場合、環境音をキャプチ
ャまたは処理するために使用されるモバイルデバイス１３０Ａ中の構成要素が、所定の時
間間隔（たとえば、１００ｍｓの間隔において１０ｍｓの持続時間をもつ音）においてア
クティブにされ得る。たとえば、そのような構成要素は、１０ｍｓでは「アクティブ状態
」に（すなわち、高電力状態に）あり、次の９０ｍｓでは「アイドル状態」に（すなわち
、低電力状態またはオフ状態に）あるように構成され得る。アクティブ状態の間に、モバ
イルデバイス１３０Ａは、環境音をキャプチャし、キャプチャされた音が所定のしきい値
音レベル（たとえば、電力レベル）を超えるかどうかを決定する。キャプチャされた音の
音レベルがしきい値音レベルを超えた場合、モバイルデバイス１３０Ａは、キャプチャさ
れた音を処理して、モバイルデバイス１３０Ａ上で実行されるべき機能を決定し得る。ア
イドル状態では、環境音をキャプチャまたは処理するために使用される構成要素は、デュ
ーティサイクルの９０％について非アクティブである。したがって、そのような場合、モ
バイルデバイス１３０Ａは、連続的に環境音をキャプチャし、処理する場合よりも、音処
理における電力の９０％をも節約し得る。
【００４１】
　[0059]モバイルデバイス１３０Ａはまた、キャプチャされた音が、音声または音楽など
、メディア音であるかどうかを決定するように構成され得る。一実施形態では、音センサ
ー６１２は、雑音などの非メディア音と区別するために、キャプチャされた音がメディア
音であるかどうかを決定するためのデジタル信号プロセッサ（「ＤＳＰ」）を含み得る。
たとえば、キャプチャされた音の音レベルがしきい値音レベルを超えると決定されたとき
、ＤＳＰは、ＭＦＣＣ（メル周波数ケプストラム係数）をもつガウス混合モデル（Gaussi
an Mixture Model）など、好適な信号処理方法を使用することによって、キャプチャされ
た音がメディア音であるか否かを決定するためにアクティブにされ得る。キャプチャされ
た音が、音声または音楽など、メディア音であるとＤＳＰが決定した場合、キャプチャさ
れた音は、上記で説明したように、さらなる処理のために音特徴抽出器６１４に与えられ
る。一方、キャプチャされた音がメディア音でないとＤＳＰが決定した場合、キャプチャ
された音はそれ以上処理されない。音処理のフロントエンドにおいて非メディア音を識別
し、破棄することによって、モバイルデバイス１３０Ａは、すべてのキャプチャされた音
を処理する場合よりもかなりの電力を節約し得る。
【００４２】
　[0060]図６Ｂは、別の実施形態による、サーバ３４０Ｂが、モバイルデバイス１３０Ｂ
から受信したメディア音に基づいてモバイルデバイス１３０Ｂにおいて実行されるべき機
能を決定するように構成された、システム６００Ｂを示すブロック図ある。図示のように
、システム６００Ｂは、ネットワーク３５０を介して接続された、モバイルデバイス１３
０Ｂとサーバ３４０Ｂとを含む。この実施形態では、音特徴抽出器６４３は、図６Ａのシ
ステム６００Ａとは対照的に、モバイルデバイス１３０Ｂではなくサーバ３４０Ｂ中に含
まれる。モバイルデバイス１３０Ｂの音センサー６１２がメディア音をキャプチャした後
、モバイルデバイス１３０Ｂは、送信機６１６を通してメディア音をサーバ３４０Ｂに直
接送信する。
【００４３】
　[0061]サーバ３４０Ｂでは、受信機６４２は、モバイルデバイス１３０Ｂから送信され
たメディア音を受信し、受信したメディア音を音特徴抽出器６４３に与える。音特徴抽出
器６４３は、メディア音から一意の音特徴を抽出するように構成される。サーバ３４０Ｂ
は、次いで、モバイルデバイス１３０Ｂによって実行されるべき機能を決定し、ネットワ
ーク３５０を介してモバイルデバイス１３０Ｂに機能を識別する情報を与えるために、図
６Ａに関して上記で説明したのと同じ方法で、抽出された音特徴を処理し得る。
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【００４４】
　[0062]図７に、いくつかの実施形態による、実行されるべき機能を決定するための音特
徴データベース７４０を含むモバイルデバイス７００のブロック図を示す。モバイルデバ
イス７００は、少なくとも１つの一意の音特徴を有するメディア音をキャプチャするよう
に構成された音センサー７１０と、音センサー７１０からメディア音を受信し、キャプチ
ャされたメディア音から音特徴（たとえば、オーディオフィンガープリント）を抽出する
ように構成された音特徴抽出器７２０とを含む。モバイルデバイス７００は、抽出された
音特徴を音特徴データベース７４０に記憶された複数の基準音特徴と比較するように構成
された機能決定ユニット７３０をさらに含む。
【００４５】
　[0063]機能決定ユニット７３０は、受信した音特徴に対し最大類似度を有する基準音特
徴を識別するために、音特徴データベース７４０にアクセスするように構成される。上記
で説明したように、音特徴データベース７４０は複数の基準音特徴を含み、基準音特徴の
各々は、メディア音から抽出され、モバイルデバイスによって実行されるべき機能に関連
する。音特徴データベース７４０の複数の基準音特徴は、モバイルデバイス７００におい
てローカルで更新されるか、またはサーバと通信してリモートで更新され得る。たとえば
、メディア音をキャプチャし、関連する機能をモバイルデバイス７００に入力するために
、ユーザがモバイルデバイス７００を操作し得る。モバイルデバイス７００は、次いで、
キャプチャされたメディア音から基準音特徴を抽出し、当該関連する機能とともに当該抽
出された基準音特徴を音特徴データベース７４０に記憶し得る。代替として、音特徴デー
タベース７４０は、リモートサーバから、関連する機能をもつ基準音特徴をダウンロード
し得る。音特徴データベース７４０から、機能決定ユニット７３０は、識別された基準音
特徴に関連する機能を決定する。機能決定ユニット７３０からの決定された機能に基づい
て、制御ユニット７６０はモバイルデバイス７００において機能を実行する。
【００４６】
　[0064]図８は、一実施形態による、音特徴データベース６４６のデータ構造８００を示
すブロック図である。図６Ａおよび図６Ｂの音特徴データベース６４６はデータ構造８０
０によって記述され得るが、図７の音特徴データベース７４０もデータ構造８００を使用
し得る。データ構造８００は、複数のメタデータ８１０Ａ～８１０Ｎを含み、それらは、
それぞれ、基準音特徴８１２Ａ～８１２Ｎ、機能８１４Ａ～８１４Ｎ、およびコンテキス
ト情報８１６Ａ～８１６Ｎを含む。コンテキスト情報８１６Ａ～８１６Ｎは、基準音特徴
８１２Ａ～８１２Ｎに追加の情報またはパラメータをそれぞれ与え得る。したがって、メ
タデータ８１０Ａ～８１０Ｎの各々は、対応する基準音特徴の特性を記述する。たとえば
、「電話の電源を切ってください」というメディア音は、メディア音から抽出された基準
音特徴８１２Ａと、モバイルデバイス上で実行されるべき機能８１４Ａ（たとえば、モバ
イルデバイスの電源を切ることまたはモバイルデバイスの構成をサイレントモードに調整
すること）と、メディア音がキャプチャされ得る環境コンテキスト（たとえば、映画館）
を識別するコンテキスト情報８１６Ａとを含む、メタデータ８１０Ａによって表され得る
。
【００４７】
　[0065]メタデータ８１０Ａ～８１０Ｎは、サーバ３４０または別のリモートサーバにお
いてローカルに事前生成され、音特徴データベース６４６に記憶され得る。たとえば、メ
タデータ８１０Ａは、ターゲットメディア音から基準音特徴８１２Ａを抽出し、当該基準
音特徴８１２Ａに関連する機能８１４Ａとして望ましい機能を与えることによって生成さ
れ得る。基準音特徴８１２Ａを記述するかまたは特徴づけ得る追加の情報またはパラメー
タは、コンテキスト情報８１６Ａとして与えられ得る。上記の方法で生成されたメタデー
タ８１０Ａ～８１０Ｎは、サーバ３４０にアップロードされ、音特徴データベース６４６
に記憶され得る。
【００４８】
　[0066]図９は、いくつかの実施形態による、サーバ３４０において実行されるべき機能
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を決定することによって、メディア音から抽出された音特徴に基づいてモバイルデバイス
１３０によって機能を実行するための方法９００のフローチャートである。初めに、モバ
イルデバイス１３０は、９１０において、音出力デバイス（たとえば、図１に示したよう
に映画館１００におけるスピーカー１４０）を介して再生されるメディア音をキャプチャ
する。モバイルデバイス１３０は、９２０において、キャプチャされた音を処理して、キ
ャプチャされたメディア音から音特徴を抽出する。９３０において、モバイルデバイス１
３０は、抽出された音特徴をサーバ３４０に送信し、サーバ３４０は、モバイルデバイス
１３０によって実行されるべき機能を決定し、ネットワークを介して、機能を識別する情
報をモバイルデバイス１３０に送信する。モバイルデバイス１３０は、９４０において、
サーバ３４０から、機能を識別する情報を受信し、９５０において機能を実行する。
【００４９】
　[0067]図１０は、いくつかの実施形態による、メディア音の音特徴に基づいてモバイル
デバイス１３０において実行されるべき機能を決定するための、サーバ３４０において実
行される方法１０００のフローチャートである。１０１０において、サーバ３４０は、モ
バイルデバイス１３０からの抽出された音特徴を受信する。次いで、１０２０において、
サーバ３４０は、モバイルデバイス１３０からの抽出された音特徴と音特徴データベース
６４６からの基準音特徴の各々との間の類似度値を決定する。類似度値を決定した後、サ
ーバ３４０は、１０３０において、最も大きい類似度値を決定し、最も大きい類似度値に
関連する音特徴データベース６４６における基準音特徴を識別する。一実施形態では、最
も大きい類似度値が所定のしきい値よりも小さい場合、基準音特徴は識別されず、したが
って、サーバ３４０は、送信された音特徴について識別された機能がないことを示す応答
をモバイルデバイス１３０に送信し得る。最も大きい類似度値を有する基準音特徴が決定
されると、サーバ３４０は、１０４０において、音特徴データベース６４６から、識別さ
れた基準音特徴に関連する機能を決定する。次いで、１０５０において、サーバ３４０は
、ネットワークを通して、決定された機能を識別する情報をモバイルデバイス１３０に送
信する。
【００５０】
　[0068]図１１は、いくつかの実施形態による、メディア音に基づいて機能を決定し、実
行するための、モバイルデバイス１３０によって実行される方法１１００のフローチャー
トである。モバイルデバイス１３０は、初めに、１１１０においてメディア音をキャプチ
ャする。モバイルデバイス１３０は、１１２０において、キャプチャされた音を処理して
、キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出する。次いで、１１３０において、モバ
イルデバイス１３０は、抽出された音特徴とモバイルデバイス１３０中の音特徴データベ
ースからの基準音特徴の各々との間の類似度値を決定する。類似度値を決定した後、モバ
イルデバイス１３０は、１１４０において、最も大きい類似度値を決定し、音特徴データ
ベース中の最も大きい類似度値に関連する基準音特徴を識別する。最も大きい類似度値を
有する基準音特徴が決定されると、モバイルデバイス１３０は、１１５０において、音特
徴データベースから、識別された基準音特徴に関連する機能を決定する。次いで、１１６
０において、モバイルデバイス１３０は、決定された機能を実行する。
【００５１】
　[0069]図１２に、いくつかの実施形態に従って、基礎フィルタに基づいてメディア音か
ら音特徴を抽出するための、モバイルデバイス１３０によって実行される方法１２００の
フローチャートを示す。モバイルデバイス１３０の音センサー６１２は、初めに、１２１
０においてメディア音をキャプチャする。１２２０において、モバイルデバイス１３０の
音特徴抽出器６１４は、音センサー６１２からのキャプチャされたメディア音を受信し、
メディア音を所定の時間期間を有する複数のフレームにセグメント化する（「ウィンドウ
処理」と呼ばれることもある）。一実施形態では、隣接するフレームは、そのフレームの
一部分がそれらのフレームに共通であるようにオーバーラップするようにセグメント化さ
れる。そのような場合、オーバーラップする部分の時間期間があらかじめ決定され得る。
フレームおよびオーバーラップする部分の時間期間は、音一意性（sound uniqueness）に
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おける所望のレベルの精度を達成するように調整され得る。たとえば、音一意性を高める
ことによって、フレームおよび／またはオーバーラップする部分のためのより小さい時間
期間が、より高い精度をもたらし得る。
【００５２】
　[0070]メディア音を複数のフレームにセグメント化した後、たとえば、高速フーリエ変
換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用することによって、１２３０において、各
フレームを周波数領域スペクトルに変換する。代替的に、いくつかの他の変換プロセス（
たとえば、限定はしないが、離散コサイン変換、ハール変換（Haar Transform）またはウ
ォルシュアダマール変換（Walsh-Hadamard Transform）を含む）が、フレームを変換する
ために使用され得る。一実施形態では、周波数領域スペクトルにおける変換されたフレー
ムは、抽出された音特徴、または抽出された音特徴を生成するための中間音特徴として使
用され得る。
【００５３】
　[0071]フレームに対応する各周波数領域スペクトルについて、音特徴抽出器６１４は、
１２４０において電力スペクトルを計算する。このプロセスでは、各フレームについての
周波数領域スペクトルは周波数帯域にセグメント化され得、各帯域におけるエネルギー値
（すなわち、電力値）がそれぞれの周波数帯域の電力レベルとして計算される。したがっ
て、周波数帯域の計算されたエネルギー値は、フレームを一意に識別する中間音特徴とし
て使用され得るフレームの電力スペクトルを表す。
【００５４】
　[0072]各フレーム（すなわち、各フレームの中間音特徴）についてスペクトルが取得さ
れると、音特徴抽出器６１４は、１２５０において、各電力スペクトルに基礎フィルタを
適用することによって音特徴（すなわち、抽出された音特徴）を生成する。本明細書で使
用する「基礎フィルタ」は、中間音特徴よりも雑音およびひずみに対してよりロバストで
ある抽出された音特徴を生成するために中間音特徴（たとえば、メディア音から抽出され
た電力スペクトル）に適用され得る、値のセット、ベクトル、または行列を指す。基礎フ
ィルタを適用することによって中間音特徴から抽出された音特徴は、中間特徴よりも高い
レベルの特徴を表し得る。たとえば、抽出された音特徴は、キャプチャされた音の周波数
成分の変化または組合せを表すが、中間特徴は、キャプチャされた音の周波数成分を表す
にすぎない。別の例では、抽出された音特徴は、キャプチャされた音のオンセットまたは
オフセットを表し得る。
【００５５】
　[0073]上記で生成された、抽出された音特徴は、キャプチャされた音を表す一連の値か
らなり得る。次いで、１２６０において、任意の好適な２値化アルゴリズムを採用するこ
とによって、抽出された音特徴の値を２進形式（たとえば、「０」または「１」）に変換
する。一実施形態では、抽出された音特徴の各値は、抽出された音特徴の２値化された形
態を生成するためにしきい値と比較され得る。たとえば、抽出された音特徴の値がしきい
値に等しいかまたはそれよりも大きい場合、ビット「１」が値に割り当てられるが、値が
しきい値よりも小さい場合、ビット「０」が値に割り当てられる。別の実施形態では、一
連の値のうちの所定の数の値が選択され、「１」の値を割り当てられ得るが、残りの値は
「０」の値を割り当てられる。たとえば、一連の値のうちのＮ個の最大値が選択され、「
１」の値を割り当てられ得るが、残りの値は「０」の値を割り当てられる。２値化の後、
１２７０において、抽出された音特徴として、２値化された音特徴を出力する。
【００５６】
　[0074]いくつかの実施形態では、基準音と基準音のひずみ音との間の差を最小限に抑え
るために値または行列を計算することによって、基礎フィルタが生成され得る。本明細書
で使用する、「基準音セット」と総称され得る、「基準音」（または「サンプル音」）お
よび基準音のひずみ音は、雑音のない元の音（すなわち、無ひずみ基準音）と、雑音のあ
る元の音（すなわち、ひずみ基準音）とのセットを指す。たとえば、基準音セットは、音
楽またはアナウンスなど、雑音のない元の音（すなわち、無ひずみ基準音）と、雑音のあ



(21) JP 2015-508205 A 2015.3.16

10

20

30

40

50

る同じ元の音（すなわち、ひずみ基準音）とから抽出され得る。
【００５７】
　[0075]一実施形態によれば、無ひずみ基準音とそれの対応するひずみ基準音との間の誤
差Ｅを最小限に抑えるために、基礎フィルタＭが生成され得、
【数１】

【００５８】
のように行列形式で表され得る。
【００５９】
　上式で、ｘiは、ｉ番目の無ひずみ基準音の中間音特徴を示すベクトルであり、
ｘi

k
　は、ｉ番目の無ひずみ基準音のｋ番目のひずみ音の中間音特徴を示すベクトルであ

る。上式では、誤差Ｅは、基礎フィルタＭのための係数を調整または最適化することによ
って減少され得る。いくつかの実施形態では、基礎フィルタＭは、限定はしないが、ＰＣ
Ａ（主成分分析（Principal Components Analysis））、ＯＰＣＡ（指向性主成分分析（O
riented Principal Components Analysis））、ＩＣＡ（独立成分分析（Independent Com
ponent Analysis））、スパースコーディング、および他の同様のアルゴリズムを含む、
任意の好適な技法を採用することによって生成され得る。
【００６０】
　[0076]上記の基礎フィルタＭに基づいて、基礎フィルタＭをメディア音から抽出された
中間音特徴に適用することにより、中間音特徴よりも雑音およびひずみに対してよりロバ
ストである音特徴を生成する。基礎フィルタＭは、サーバ３４０の基礎フィルタ生成器６
５０によって生成され、音特徴を抽出する際に使用するために、送信機６４８を介してモ
バイルデバイス１３０に与えられ得る。代替として、モバイルデバイス１３０はサーバ３
４０に中間音特徴を送信し得、サーバ３４０は、音特徴を抽出する際に基礎フィルタＭを
使用し得る。別の実施形態では、モバイルデバイス１３０はサーバ３４０にメディア音を
送信し得、サーバ３４０は、メディア音から中間音特徴を抽出し、音特徴を抽出する際に
基礎フィルタＭを使用し得る。上記のように生成された基礎フィルタＭは、音特徴データ
ベース６４６において基準音特徴を生成し、更新するために使用され得る。
【００６１】

　[0077]いくつかの実施形態では、基礎フィルタがＯＰＣＡ法によって生成されたとき、
基礎フィルタは、基礎フィルタの４つの行を有する行列によって特徴づけられ得、以下の
式に従って音特徴Ｃが生成され得る。
【数２】

【００６２】
　上式で、行［ａ1　ａ2　・・・　ａn］、［ｂ1　ｂ2　・・・　ｂn］、［ｃ1　ｃ2　・
・・　ｃn］、および［ｄ１　ｄ2　・・・　ｄn］は、それぞれ第１の基礎フィルタ、第
２の基礎フィルタ、第３の基礎フィルタ、および第４の基礎フィルタを示すが、列［ｆ1

　ｆ2　・・・　ｆn］は、メディア音から抽出された中間音特徴（たとえば、電力スペク
トル）を示す。基礎フィルタ行列は、４つの基礎フィルタを使用して示されるが、基礎フ
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ィルタ行列は、中間音特徴の対応するエントリをもつ任意の好適な数の基礎フィルタを含
み得る。
【００６３】
　[0078]上記で説明したように、基礎フィルタ（たとえば、基礎フィルタ行列）は、無ひ
ずみ基準音とひずみ基準音とを比較することによって生成され、メディア音から雑音ロバ
ストな音特徴を抽出する際に使用され得る。複数の基礎フィルタの場合、いくつかの基礎
フィルタは、他の基礎フィルタよりも雑音を低減する際に良好な結果を与え得、したがっ
て、音特徴を抽出する際に使用するために選択され得る。上記の基礎フィルタ行列では、
たとえば、類似する音特徴が、無ひずみ基準音とひずみ基準音とに基づいて第１の基礎フ
ィルタおよび第３の基礎フィルタから生成され得る。一方、無ひずみ基準音とひずみ基準
音とに基づいて、第１および第３の基礎フィルタと比べて、より類似しない音特徴が第２
の基礎フィルタおよび第４の基礎フィルタから生成され得る。したがって、第１の基礎フ
ィルタおよび第３の基礎フィルタは、以下で説明するように、メディア音から音特徴Ｃを
生成するように選択され得る（基礎フィルタを「更新する」と呼ばれることもある）。

【数３】

【００６４】
　[0079]図１３に、いくつかの実施形態による、音特徴を抽出する際に使用する複数の基
礎フィルタから少なくとも１つの基礎フィルタを選択するための方法１３００のフローチ
ャートを示す。基礎フィルタを選択するための方法１３００は、図６Ａおよび図６Ｂのサ
ーバ３４０中の基礎フィルタ生成器６５０またはモバイルデバイス１３０中の基礎フィル
タ生成器によって実行され得る。さらに、基礎フィルタを選択するための方法１３００は
、モバイルデバイス１３０においてメディア音を受信する前に実行され得、選択された基
礎フィルタは、メディア音を受信した後にメディア音から音特徴を抽出するために使用さ
れ得る。方法１３００について、説明の目的で第１～第３のサンプル音を参照しながら説
明する。
【００６５】
　[0080]図示の方法１３００では、基礎フィルタ生成器６５０は、１３０２、１３０４、
および１３０６において、サンプル音データベース６５２から、それぞれ第１のサンプル
音、第２のサンプル音、および第３のサンプル音を受信する。第１のサンプル音は、雑音
のない無ひずみ音である。第２のサンプル音は、雑音を加えた第１のサンプル音のひずみ
音であり、したがって、音コンテンツにおいて第１のサンプル音に類似する。第３のサン
プル音は、雑音のない別の無ひずみ音であり、したがって、音コンテンツにおいて第１の
サンプル音と異なる。たとえば、スピーカー（たとえば、最小雑音およびひずみをもつ高
忠実度（high fidelity）スピーカー）を通して再生された音楽からキャプチャされた音
は、コンテンツにおいて別のスピーカー（たとえば、低忠実度（low fidelity）スピーカ
ー）を通して再生された同じ音楽に類似すると見なされ得る。一方、高忠実度スピーカー
を通して再生されたアナウンス（たとえば、「電話の電源を切ってください」）は、コン
テンツにおいて同じ高忠実度スピーカーを通して再生された音楽に類似しないと見なされ
得る。
【００６６】
　[0081]サンプル音データベース６５２からサンプル音を受信した後、基礎フィルタ生成
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器６５０は、初めに、１３０８において複数の基礎フィルタから１つの基礎フィルタを選
択する。第１～第３のサンプル音の各々から、基礎フィルタ生成器６５０は、１３１０に
おいて、上記で説明した電力スペクトルなど、中間音特徴を抽出する。中間音特徴の各々
について、基礎フィルタ生成器６５０は、１３１２において、中間音特徴よりも雑音およ
びひずみに対してよりロバストである音特徴を生成するために、選択された基礎フィルタ
を各中間音特徴に適用する。
【００６７】
　[0082]サンプル音の音特徴が生成されると、選択された基礎フィルタを適用することに
よってサンプル音のペアから抽出された音特徴間の類似度の程度を示す１つまたは複数の
信頼性値が、ペアワイズブースティング（ＰＢ：pairwise boosting）アルゴリズムなど
の任意の好適なアルゴリズムを採用することによって計算され得る。選択された基礎フィ
ルタがサンプル音のペアの中間音特徴に適用されたとき、信頼性値は雑音低減の程度をも
示し得る。一実施形態では、基礎フィルタ生成器６５０は、類似するサンプル音の抽出さ
れた音特徴間の差の信頼性値と、類似しないサンプル音の抽出された音特徴間の差の別の
信頼性値とを計算し得る。
【００６８】
具体的には、１３１４において、第１のサンプル音の抽出された音特徴と第２のサンプル
音の抽出された音特徴との間の差を計算することによって、基礎フィルタの第１の信頼性
値を決定する。たとえば、第１および第２のサンプル音が、類似する音であると仮定すれ
ば、選択された基礎フィルタを第１および第２のサンプル音の中間音特徴に適用すること
によって抽出された音特徴間の差が低い場合、基礎フィルタの信頼性値は高い。さらに、
１３１６において、第１のサンプル音の抽出された音特徴と第３のサンプル音の抽出され
た音特徴との間の差を計算することによって、基礎フィルタの第２の信頼性値を決定する
。この場合、第１および第３のサンプル音が、類似しない音であると仮定すれば、選択さ
れた基礎フィルタを第１および第３のサンプル音に適用することによって抽出された音特
徴間の差が高い場合、基礎フィルタの信頼性値は高い。
【００６９】
　[0083]１３１８において、基礎フィルタ生成器６５０は、第１および第２の信頼性値に
基づいて、選択された基礎フィルタのための総合信頼性値を決定する。一実施形態では、
総合信頼性値は、第１および第２の信頼性値を加算することによって計算され得る。代替
として、総合信頼性値は、重み付けされた第１および第２の信頼性値を加算することによ
って計算され得る。
【００７０】
　[0084]選択された基礎フィルタの総合信頼性値を生成した後、基礎フィルタ生成器６５
０は、１３２０において、選択され得る別の基礎フィルタがあるかどうかを決定する。別
の基礎フィルタがある場合、方法１３００は、１３０８に戻り、総合信頼性値を決定する
ために次の基礎フィルタを選択する。総合信頼性値がすべての基礎フィルタについて計算
されると、基礎フィルタ生成器６５０は、１３２２において、総合信頼性値に基づいて複
数の基礎フィルタから少なくとも１つの基礎フィルタを選択する。一実施形態では、最も
高い総合信頼性値を有する基礎フィルタが選択され得る。代替として、所定のしきい値を
超える総合信頼性値を有するすべての基礎フィルタが選択され得る。
【００７１】
　[0085]図１４に、いくつかの実施形態による、複数のメディア音のうちの少なくとも１
つをキャプチャすることに応答して少なくとも１つの機能を実行するように構成された、
複数の音センサー１４４０および１４５０を有するモバイルデバイス１４３０を示す。モ
バイルデバイス１４３０において、２つの音センサー１４４０および１４５０は、たとえ
ば、２つのマイクロフォンであり得る。各音センサー１４４０および１４５０は、周辺環
境から、複数の音を含む合成音をキャプチャ（たとえば、ＴＶ１４１０からのメディア音
と時計１４２０からのアラーム音とを同時にキャプチャ）し得る。一実施形態では、音セ
ンサー１４４０および１４５０の各々からキャプチャされた合成音は、たとえば、モバイ
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ルデバイス１４３０の異なるロケーションにおいて音をキャプチャする音センサー１４４
０および１４５０により、互いに区別され得る。音センサー１４４０および音センサー１
４５０から受信した異なる合成音に基づいて、モバイルデバイス１４３０は合成音を音の
各々に分離し得る。図示の実施形態では、モバイルデバイス１４３０は、ＴＶ１４１０か
らのメディア音および時計１４２０からのアラーム音と混合された合成音をキャプチャし
得る。モバイルデバイス１４３０は、合成音を、それぞれＴＶ１４１０からのメディア音
と時計１４２０の音とに分離し得る。
【００７２】
　[0086]ソース（たとえば、ＴＶまたはアラーム）に従って合成音を分離した後、モバイ
ルデバイス１４３０は、分離された音の各々から音特徴を抽出し、抽出された音特徴のう
ちのいずれか１つが、モバイルデバイス１４３０上で実行されるべき機能に関連するかど
うかを決定し得る。モバイルデバイス１４３０は、分離された音のうちの１つから、抽出
された音特徴に関連する機能を実行し得る。音センサー１４４０および１４５０によって
キャプチャされた複数のメディア音から複数の機能が決定され得ることを諒解されよう。
【００７３】
　[0087]図１５に、いくつかの実施形態による、複数の音から選択された１つのメディア
音に応答して機能を実行するためのモバイルデバイス１４３０における方法１５００のフ
ローチャートを示す。この方法１５００では、モバイルデバイス１４３０は、１５１０に
おいて、音センサー（たとえば、マイクロフォン）を通して、少なくとも１つのメディア
音を含む音（すなわち、合成音）をキャプチャする。次いで、モバイルデバイス１４３０
は、１５２０において、キャプチャされた合成音から少なくとも１つのメディア音を分離
する。この実施形態では、キャプチャされた音は、独立成分分析（ＩＣＡ：independent 
component analysis）またはブラインド音源分離（ＢＳＳ：blind source separation）
を採用することによって分離され得るが、それに限定されない。それらの音を分離した後
、モバイルデバイス１４３０は、それらの音のうちの少なくとも１つがメディア音である
か、またはおそらくメディア音であるという識別に基づいて、１５３０において、複数の
分離された音のうち１つのメディア音を選択する。一実施形態では、モバイルデバイス１
４３０が、映画館に位置し、シアター音響システムから「電話の電源を切ってください」
というアナウンスなどの音を受信したとき、他の音（たとえば、モバイルデバイスの呼出
し音）は雑音と見なされ得る。この場合、モバイルデバイス１４３０は、キャプチャされ
た音を分離した後、シアター音響システムからの音を選択し、モバイルフォンからの他の
音を無視し得る。１５４０において、モバイルデバイス１４３０は、選択されたメディア
音から音特徴を抽出する。１５５０において、抽出された特徴をサーバに送信する。モバ
イルデバイス１４３０からの音特徴に基づいて、サーバは、１５６０において、モバイル
デバイス１４３０において実行されるべき機能を決定し、機能を識別する情報をモバイル
デバイス１４３０に送る。サーバから、機能を識別する情報を受信した後、モバイルデバ
イス１４３０は、１５７０において機能を実行する。
【００７４】
　[0088]図１６に、いくつかの他の実施形態による、複数のメディア音に応答して少なく
とも１つの機能を実行するためのモバイルデバイス１４３０における方法１６００のフロ
ーチャートを示す。この方法１６００では、モバイルデバイス１４３０は、１６１０にお
いて、音センサーを通して、複数のメディア音を含む合成音をキャプチャする。次いで、
モバイルデバイス１４３０は、１６２０において、キャプチャされた合成音から複数のメ
ディア音を分離する。合成音を分離した後、モバイルデバイス１４３０は、１６３０にお
いて、特にいずれか１つの音を選択することなしに、分離されたメディア音の各々から音
特徴を抽出する。モバイルデバイス１４３０は、１６４０において、抽出された音特徴を
サーバに送信する。映画館の例では、モバイルデバイス１４３０は、シアター音響システ
ムの音から音特徴を抽出し、モバイルデバイスの呼出し音から音特徴を抽出し、両方の音
特徴をサーバに送り得る。次いで、サーバは、受信した音特徴を音特徴データベースに記
憶された基準音特徴と比較し、抽出された音特徴に関連する少なくとも１つの基準音特徴
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を識別する。基準音特徴との一致を識別した後、サーバは、１６５０において、識別され
た少なくとも１つの基準音特徴に関連する少なくとも１つの機能を識別する情報をモバイ
ルデバイス１４３０に送る。１６６０において、モバイルデバイス１４３０は当該少なく
とも１つの機能を実行する。
【００７５】
　[0089]図１７に、いくつかの実施形態による、音識別に基づいて機能を制御するための
本開示の方法および装置が実装され得る、ワイヤレス通信システムにおけるモバイルデバ
イス１７００のブロック図を示す。モバイルデバイス１７００は、セルラーフォン、端末
、ハンドセット、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、コードレスフォン、タブ
レットなどであり得る。ワイヤレス通信システムは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mo
bile Communications）システム、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）（登録商標）システ
ム、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Long Tern Evolution）システム、ＬＴＥ
　Ａｄｖａｎｃｅｄシステムなどであり得る。
【００７６】
　[0090]モバイルデバイス１７００は、受信経路および送信経路を介して双方向通信を行
うことが可能であり得る。受信経路上では、基地局によって送信された信号は、アンテナ
１７１２によって受信され、受信機（ＲＣＶＲ）１７１４に与えられる。受信機１７１４
は、受信信号を調整し、デジタル化し、さらなる処理のために調整およびデジタル化され
た信号をデジタルセクション１７２０に与える。送信経路上では、送信機（ＴＭＴＲ）は
、デジタルセクション１７２０から送信されるべきデータを受信し、データを処理し、調
整し、被変調信号を生成し、被変調信号はアンテナ１７１２を介して基地局に送信される
。受信機１７１４および送信機１７１６は、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、Ｗ－ＣＤＭＡ、ＬＴＥ、
ＬＴＥ　Ａｄｖａｎｃｅｄなどをサポートするトランシーバの一部である。
【００７７】
　[0091]デジタルセクション１７２０は、たとえば、モデムプロセッサ１７２２、縮小命
令セットコンピュータ／デジタル信号プロセッサ（ＲＩＳＣ／ＤＳＰ）１７２４、コント
ローラ／プロセッサ１７２６、内部メモリ１７２８、一般化オーディオエンコーダ１７３
２、一般化オーディオデコーダ１７３４、グラフィックス／ディスプレイプロセッサ１７
３６、および／または外部バスインターフェース（ＥＢＩ）１７３８など、様々な処理、
インターフェース、およびメモリユニットを含む。モデムプロセッサ１７２２は、データ
送信および受信のための処理、たとえば、符号化、変調、復調、および復号を実行する。
ＲＩＳＣ／ＤＳＰ１７２４は、モバイルデバイス１７００のための一般的専用処理を実行
する。コントローラ／プロセッサ１７２６は、デジタルセクション１７２０内の様々な処
理およびインターフェースユニットの演算を制御する。内部メモリ１７２８は、デジタル
セクション１７２０内の様々なユニットのためのデータおよび／または命令を記憶する。
【００７８】
　[0092]一般化オーディオエンコーダ１７３２は、オーディオソース１７４２、マイクロ
フォン１７４３などからの入力信号に対して符号化を実行する。一般化オーディオデコー
ダ１７３４は、コード化オーディオデータに対して復号を実行し、出力信号をスピーカー
／ヘッドセット１７４４に与える。一般化オーディオエンコーダ１７３２および一般化オ
ーディオデコーダ１７３４は、必ずしも、オーディオソース、マイクロフォン１７４３お
よびスピーカー／ヘッドセット１７４４とのインターフェースのために必要とされるとは
限らず、したがって、モバイルデバイス１７００に示されていないことに留意されたい。
グラフィックス／ディスプレイプロセッサ１７３６は、ディスプレイユニット１７４６に
提示されるグラフィックス、ビデオ、画像、およびテキストのための処理を実行する。外
部バスインターフェース（ＥＢＩ）１７３８は、デジタルセクション１７２０とメインメ
モリ１７４８との間のデータの転送を可能にする。
【００７９】
　[0093]デジタルセクション１７２０は、１つまたは複数のプロセッサ、ＤＳＰ、マイク
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ロプロセッサ、ＲＩＳＣなどを用いて実装される。デジタルセクション１７２０はまた、
１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）および／または何らかの他のタイプ
の集積回路（ＩＣ）上に作製される。
【００８０】
　[0094]概して、本明細書で説明したいかなるデバイスも、ワイヤレスフォン、セルラー
フォン、ラップトップコンピュータ、ワイヤレスマルチメディアデバイス、ワイヤレス通
信パーソナルコンピュータ（ＰＣ）カード、ＰＤＡ、外部または内部モデム、ワイヤレス
チャネルを介して通信するデバイスなど、様々なタイプのデバイスを示す。デバイスは、
アクセス端末（ＡＴ）、アクセスユニット、加入者ユニット、移動局、クライアントデバ
イス、モバイルユニット、モバイルフォン、モバイル、リモート局、リモート端末、リモ
ートユニット、ユーザデバイス、ユーザ機器、ハンドヘルドデバイスなど、様々な名前を
有し得る。本明細書で説明したいかなるデバイスも、命令およびデータ、ならびにハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せを記憶するためのメモリ
を有し得る。
【００８１】
　[0095]図１８は、いくつかの実施形態に従って実装される音識別に基づいて機能を制御
するための、前に説明したサーバのうちのいずれか１つであり得るサーバシステム１８０
０を示すブロック図である。サーバシステム１８００は、１つまたは複数の処理ユニット
（ＣＰＵ）１８０２と、１つまたは複数のネットワークまたは他の通信インターフェース
１８１０と、メモリ１８１２と、これらの構成要素を相互接続するための１つまたは複数
の通信バス１８１４とを含み得る。サーバシステム１８００はまた、ディスプレイデバイ
スとキーボードとを有するユーザインターフェース（図示せず）を含み得る。
【００８２】
　[0096]メモリ１８１２は、高速ランダムアクセスメモリ（たとえば、ＤＲＡＭ、ＳＲＡ
Ｍ、ＤＤＲ　ＲＡＭまたは他のランダムアクセス固体メモリデバイス）など、任意の好適
なメモリであり得る。メモリ１８１２は、不揮発性メモリ（たとえば、１つまたは複数の
磁気ディスクストレージデバイス、光ディスクストレージデバイス、フラッシュメモリデ
バイス、または他の不揮発性固体ストレージデバイス）を含み得るか、または代替的に不
揮発性メモリであり得る。いくつかの実施形態では、メモリ１８１２は、（１つまたは複
数の）ＣＰＵ１８０２から遠隔に位置する、および／または複数のサイト中に遠隔に位置
する１つまたは複数のストレージデバイスを含み得る。
【００８３】
　[0097]メモリ１８１２によって表される上記のメモリデバイスのうちのいずれか１つが
、前に説明したプロセス、動作、および方法のいずれかを実行および／または履行するた
めの命令のセットに対応する、任意の数のモジュールまたはプログラムを記憶し得る。た
とえば、メモリ１８１２は、様々な基本システムサービスを処理するためのプロシージャ
と、ハードウェア依存タスクを実行するためのプロシージャとを含む命令を記憶するよう
に構成されたオペレーティングシステム１８１６を含み得る。メモリ１８１２のネットワ
ーク通信モジュール１８１８は、１つまたは複数の通信ネットワークインターフェース１
８１０（ワイヤードまたはワイヤレス）と、インターネット、他のワイドエリアネットワ
ーク、ローカルエリアネットワーク、メトロポリタンエリアネットワークなど、１つまた
は複数の通信ネットワークとを介して、サーバシステム１８００を他のコンピュータに接
続するために使用され得る。メモリ１８１２はまた、機能が関連するメディア音の基準音
特徴から機能を決定するように構成された機能決定エンジン１８４４と、音特徴を抽出す
るための基礎フィルタを生成し、更新するように構成された基礎フィルタ生成器１８５０
とを含み得る。機能決定エンジン１８４４および基礎フィルタ生成器１８５０は、基準音
特徴データ、基礎フィルタデータ、および／またはサンプル音データを記憶するように構
成されたデータベース１８４８にアクセスし得る。
【００８４】
　[0098]上記の識別されたモジュールまたはプログラム（すなわち、命令のセット）は、
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別個のソフトウェアプログラム、プロシージャまたはモジュールとして実装される必要が
なく、したがって、これらのモジュールの様々なサブセットは、様々な実施形態において
組み合わせられるか、あるいは並べ替えられ得ることを諒解されよう。さらに、メモリ１
８１２は、上記で説明していない追加のモジュールおよびデータ構造を記憶し得る。
【００８５】
　[0099]図１７および図１８は、本明細書で説明する実施形態の構造概略図というよりむ
しろ、クライアントシステムおよびサーバシステムの様々な特徴の機能説明として意図さ
れている。実際には、当業者によって認識されるように、別々に示されたアイテムが組み
合わせられ得、いくつかのアイテムが分離され得る。たとえば、図１８で別々に示された
いくつかのアイテムは、単一のサーバ上で実装され得、単一のアイテムは、１つまたは複
数のサーバによって実装され得る。さらに、データベース１８４８は、サーバの異なるセ
ット上で実装されるか、またはサーバシステム１８００の他の構成要素において実装され
得る。サーバシステム１８００を実装するために使用されるサーバの実際の数、およびそ
れらの間の特徴の割振りは、実装ごとに異なり得る。
【００８６】
　[00100]本明細書で説明した技法は様々な方法によって実装される。たとえば、これら
の技法は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはそれらの組合せで実装
される。さらに、本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せが可能であるように実装され得ることを諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実
装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。説明
した機能は、特定の適用例ごとに様々な方法で実装され得るが、そのような実装の決定は
、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【００８７】
　[00101]ハードウェア実装の場合、本技法を実行するために使用される処理ユニットは
、１つまたは複数のＡＳＩＣ、ＤＳＰ、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイ
ス、本明細書で説明した機能を実行するように設計された他の電子ユニット、コンピュー
タ、またはそれらの組合せ内で実装され得る。
【００８８】
　[00102]ソフトウェアで実装した場合、前に説明した方法、動作、およびプロセスは、
１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され得るか、あ
るいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピ
ュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによっ
てアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよう
なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ
、あるいは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバ
イス、もしくは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶
するために使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えること
ができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk



(28) JP 2015-508205 A 2015.3.16

10

）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク
（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【００８９】
　[00103]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用される。したがって、本開示は、本明細書で説明した例に限定されるもので
はなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
【００９０】
　[00104]主題について構造的機能および／または方法論的行為に特有の言語で説明した
が、添付の特許請求の範囲において定義される主題は、必ずしも上記で説明した特定の特
徴または行為に限定されるとは限らないことを理解されたい。むしろ、上記の特定の特徴
および行為は、特許請求の範囲を実施することの例示的な形態として開示される。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６Ａ】
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【図６Ｂ】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月24日(2014.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法であって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャすること
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出することと、
　前記抽出された音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特
徴を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前記機能を決
定することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの
少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、前記少なくとも
１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行することは、前記モバイル
デバイスにおいて前記広告に基づいて販売促進情報を表示することを含む、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記メディア音が環境音に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
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に関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整することを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大きい場合、前記
キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することと、前記モバイルデバイスに
よって実行されるべき前記機能を決定することとが実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することは、
　前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、
　前記音特徴を生成するために、前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用
することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの基礎フィルタは、複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィ
ルタの各々によって１ペアのサンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づい
て、選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイス上で実行されるべき前記機
能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法であって、
　複数の音センサーによって、少なくとも１つのメディア音を含む合成音をキャプチャす
ることと、
　前記合成音から前記少なくとも１つのメディア音を分離することと、
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から少なくとも１つの音特徴を抽出するこ
とと、
　前記少なくとも１つの抽出された音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくと
も１つの基準音特徴を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行される
べき前記機能を決定することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメ
ディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、前記少なくとも
１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行することは、前記モバイル
デバイスにおいて前記広告に基づいて販売促進情報を表示することを含む、
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのメディア音が環境音に対応する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
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に関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整することを
含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から前記少なくとも１つの音特徴を抽出す
ることは、
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から１つのメディア音を選択することと、
　前記選択されたメディア音から音特徴を抽出することと、
　を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記合成音から前記少なくとも１つのメディア音を分離することは、
　前記モバイルデバイスのロケーションを決定することと、
　特定の音が一般的に前記ロケーションに関連するかどうかを決定することと、
　前記特定の音が一般的に前記ロケーションに関連すると決定したことに応答して、前記
合成音から前記特定の音を分離することと、前記特定の音が前記少なくとも１つのメディ
ア音に対応する、
　を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　モバイルデバイスによって実行されるべき機能を決定するためのサーバであって、
　音特徴を受信するように構成された受信機と、前記音特徴は、前記モバイルデバイスに
よってキャプチャされたメディア音から抽出され、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
るように構成された識別ユニットと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数
のメディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し
、前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき前記機能を決定するように構成された機能決定ユニットと、前記機能決定
ユニットは、前記モバイルデバイスにおいて前記広告に基づいて販売促進情報を表示する
ような前記機能を決定するように構成される、
　を備える、サーバ。
【請求項１８】
　前記メディア音が環境音に対応する、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記機能決定ユニットは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信し、
　前記検索エンジンから検索結果を受信し、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力するような
前記機能を決定するように構成された、請求項１７に記載のサーバ。
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【請求項２０】
　前記機能決定ユニットは、前記モバイルデバイスの構成を調整するような前記機能を決
定するように構成された、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２１】
　前記機能決定ユニットは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力し、
　前記機能を実行するための入力を受信し、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行するような
前記機能を決定するように構成された、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２２】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大
きい場合、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項１７に記載のサーバ
。
【請求項２３】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、前
記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用するこ
ととによって、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項１７に記載のサ
ーバ。
【請求項２４】
　複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィルタの各々によって１ペアのサンプル音
から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づいて、前記少なくとも１つの基礎フィルタ
を選択するように構成された基礎フィルタ生成器をさらに備える、請求項２３に記載のサ
ーバ。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスによって実行されるべき前
記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項１７に記載のサーバ。
【請求項２６】
　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャするよう
に構成された音センサーと、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出するように構成された音特徴抽出器
と、
　前記音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別する
ように構成された識別ユニットと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数の
メディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき機能を決定するように構成された機能決定ユニットと、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行するように構成された制御ユ
ニットと、前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記制御ユニットは、前記
モバイルデバイスにおいて前記広告に基づいて販売促進情報を表示するように構成される
、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項２７】
　前記メディア音が環境音に対応する、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記制御ユニットは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
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　を行うように構成された、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２９】
　前記制御ユニットは、前記モバイルデバイスの構成を調整するように構成された、請求
項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３０】
　前記制御ユニットは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を行うように構成された、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３１】
　基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、スピーカーから導出された音に関連し、
特定の音特徴に関連する特定のキャプチャされたメディア音がスピーカーからキャプチャ
されない場合、前記音特徴抽出器から抽出された前記特定の音特徴は、前記識別ユニット
によって識別されない、請求項２６に記載のモバイルデバイス。
【請求項３２】
　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための命令を記憶する非一時的コンピュータ
可読記憶媒体であって、前記命令は、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャすること
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出することと、
　前記抽出された音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴
を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前記機能を決定
することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少
なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、前記少なくとも
１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行することは、前記モバイル
デバイスにおいて前記広告に基づいて販売促進情報を表示することを含む、
　の動作をプロセッサに実行させる、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記メディア音が環境音に対応する、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３５】
　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整することを
含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３６】
　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３７】
　前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大きい場合、前記
キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することと、前記モバイルデバイスに
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よって実行されるべき前記機能を決定することとが実行される、請求項３２に記載の媒体
。
【請求項３８】
　前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することは、
　前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、
　前記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用す
ることと、
　を含む、請求項３２に記載の媒体。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの基礎フィルタは、複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィ
ルタの各々によって１ペアのサンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づい
て、選択される、請求項３８に記載の媒体。
【請求項４０】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前
記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項３２に記載の媒体。
【請求項４１】
　モバイルデバイスによって実行されるべき機能を決定するためのサーバであって、
　音特徴を受信する手段と、前記音特徴は、前記モバイルデバイスによってキャプチャさ
れたメディア音から抽出され、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
る手段と、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少な
くとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき前記機能を決定する手段と、前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関
連し、前記決定する手段は、前記モバイルデバイスにおいて前記広告に基づいて販売促進
情報を表示するような前記機能を決定するように構成される、
　を備える、サーバ。
【請求項４２】
　前記メディア音が環境音に対応する、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４３】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記決定する手段は、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信し、
　前記検索エンジンから検索結果を受信し、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力するような
前記機能を決定するように構成された、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４４】
　前記決定する手段は、前記モバイルデバイスの構成を調整するような前記機能を決定す
るように構成された、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４５】
　前記決定する手段は、
　実行されるべき前記機能の通知を出力し、
　前記機能を実行するための入力を受信し、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行するような
前記機能を決定するように構成された、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項４６】
　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大
きい場合、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項４１に記載のサーバ
。
【請求項４７】
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　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、前
記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用するこ
ととによって、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、請求項４１に記載のサ
ーバ。
【請求項４８】
　複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィルタの各々によって１ペアのサンプル音
から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づいて、前記少なくとも１つの基礎フィルタ
を選択する手段をさらに備える、請求項４７に記載のサーバ。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスによって実行されるべき前
記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、請求項４１に記載のサーバ。
【請求項５０】
　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャする手段
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出する手段と、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
る手段と、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少な
くとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき機能を決定する手段と、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行する手段と、前記少なくとも
１つの基準音特徴は広告に関連し、前記実行する手段は、前記広告に基づいて販売促進情
報を表示するように構成される、
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項５１】
　前記メディア音が環境音に対応する、請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５２】
　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキーワード
に関連し、前記実行する手段は、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと
を行うように構成された、請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５３】
　前記実行する手段は、前記モバイルデバイスの構成を調整するように構成された、請求
項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５４】
　前記実行する手段は、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を行うように構成された、請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　[00104]主題について構造的機能および／または方法論的行為に特有の言語で説明した
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が、添付の特許請求の範囲において定義される主題は、必ずしも上記で説明した特定の特
徴または行為に限定されるとは限らないことを理解されたい。むしろ、上記の特定の特徴
および行為は、特許請求の範囲を実施することの例示的な形態として開示される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法であって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャすること
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出することと、
　前記抽出された音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特
徴を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前記機能を決
定することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの
少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、
　を備える、方法。
　［２］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実行
することは、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示することを含む、［１］に記載の
方法。
　［３］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべきキ
ーワードに関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、［１］に記載の方法。
　［４］　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整す
ることを含む、［１］に記載の方法。
　［５］　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、［１］に記載の方法。
　［６］　前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大きい場
合、前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することと、前記モバイルデ
バイスによって実行されるべき前記機能を決定することとが実行される、［１］に記載の
方法。
　［７］　前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することは、
　前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、
　前記音特徴を生成するために、前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用
することと、
　を含む、［１］に記載の方法。
　［８］　前記少なくとも１つの基礎フィルタは、複数の基礎フィルタから、前記複数の
基礎フィルタの各々によって１ペアのサンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度
に基づいて、選択される、［７］に記載の方法。
　［９］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイス上で実行されるべ
き前記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、［１］に記載の方法。
　［１０］　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための方法であって、
　複数の音センサーによって、少なくとも１つのメディア音を含む合成音をキャプチャす
ることと、
　前記合成音から前記少なくとも１つのメディア音を分離することと、
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から少なくとも１つの音特徴を抽出するこ
とと、
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　前記少なくとも１つの抽出された音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくと
も１つの基準音特徴を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行される
べき前記機能を決定することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメ
ディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、
　を備える、方法。
　［１１］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実
行することは、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示することを含む、［１０］に記
載の方法。
　［１２］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべき
キーワードに関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、［１０］に記載の方法。
　［１３］　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整
することを含む、［１０］に記載の方法。
　［１４］　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、［１０］に記載の方法。
　［１５］　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から前記少なくとも１つの音特
徴を抽出することは、
　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から１つのメディア音を選択することと、
　前記選択されたメディア音から音特徴を抽出することと、
　を含む、［１０］に記載の方法。
　［１６］　前記少なくとも１つの分離されたメディア音から前記少なくとも１つの音特
徴を抽出することは、すべての分離されたメディア音から音特徴を抽出することを含む、
［１０］に記載の方法。
　［１７］　モバイルデバイスによって実行されるべき機能を決定するためのサーバであ
って、
　音特徴を受信するように構成された受信機と、前記音特徴は、前記モバイルデバイスに
よってキャプチャされたメディア音から抽出され、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
るように構成された識別ユニットと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数
のメディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し
、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき前記機能を決定するように構成された機能決定ユニットと、
　を備える、サーバ。
　［１８］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記機能決定ユニットは
、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示するような前記機能を決定するように構成さ
れた、［１７］に記載のサーバ。
　［１９］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべき
キーワードに関連し、前記機能決定ユニットは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信し、
　前記検索エンジンから検索結果を受信し、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力するような
前記機能を決定するように構成された、［１７］に記載のサーバ。
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　［２０］　前記機能決定ユニットは、前記モバイルデバイスの構成を調整するような前
記機能を決定するように構成された、［１７］に記載のサーバ。
　［２１］　前記機能決定ユニットは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力し、
　前記機能を実行するための入力を受信し、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行するような
前記機能を決定するように構成された、［１７］に記載のサーバ。
　［２２］　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベ
ルよりも大きい場合、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、［１７］に記載
のサーバ。
　［２３］　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出する
ことと、前記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを
適用することとによって、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、［１７］に
記載のサーバ。
　［２４］　複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィルタの各々によって１ペアの
サンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づいて、前記少なくとも１つの基
礎フィルタを選択するように構成された基礎フィルタ生成器をさらに備える、［２３］に
記載のサーバ。
　［２５］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスによって実行さ
れるべき前記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、［１７］に記載の
サーバ。
　［２６］　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャするよう
に構成された音センサーと、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出するように構成された音特徴抽出器
と、
　前記音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別する
ように構成された識別ユニットと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数の
メディア音のうちの少なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき機能を決定するように構成された機能決定ユニットと、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行するように構成された制御ユ
ニットと、
　を備える、モバイルデバイス。
　［２７］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記制御ユニットは、前
記モバイルデバイス上に前記広告を表示するように構成された、［２６］に記載のモバイ
ルデバイス。
　［２８］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべき
キーワードに関連し、前記制御ユニットは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を行うように構成された、［２６］に記載のモバイルデバイス。
　［２９］　前記制御ユニットは、前記モバイルデバイスの構成を調整するように構成さ
れた、［２６］に記載のモバイルデバイス。
　［３０］　前記制御ユニットは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を行うように構成された、［２６］に記載のモバイルデバイス。



(43) JP 2015-508205 A 2015.3.16

　［３１］　前記音センサーは、所定の時間間隔で環境音を受信することと、前記受信さ
れた環境音が前記メディア音であるかどうかを決定することとによって、前記メディア音
をキャプチャするようにさらに構成された、［２６］に記載のモバイルデバイス。
　［３２］　モバイルデバイスにおいて機能を実行するための命令を記憶する非一時的コ
ンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャすること
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出することと、
　前記抽出された音特徴に基づいて基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴
を識別することによって、前記モバイルデバイスにおいて実行されるべき前記機能を決定
することと、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少
なくとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行することと、
　の動作をプロセッサに実行させる、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
　［３３］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定された機能を実
行することは、前記モバイルデバイス上に前記広告を表示することを含む、［３２］に記
載の媒体。
　［３４］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべき
キーワードに関連し、前記決定された機能を実行することは、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと、
　を含む、［３２］に記載の媒体。
　［３５］　前記決定された機能を実行することは、前記モバイルデバイスの構成を調整
することを含む、［３２］に記載の媒体。
　［３６］　前記決定された機能を実行することは、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を含む、［３２］に記載の媒体。
　［３７］　前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベルよりも大きい
場合、前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することと、前記モバイル
デバイスによって実行されるべき前記機能を決定することとが実行される、［３２］に記
載の媒体。
　［３８］　前記キャプチャされたメディア音から前記音特徴を抽出することは、
　前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出することと、
　前記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを適用す
ることと、
　を含む、［３２］に記載の媒体。
　［３９］　前記少なくとも１つの基礎フィルタは、複数の基礎フィルタから、前記複数
の基礎フィルタの各々によって１ペアのサンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程
度に基づいて、選択される、［３８］に記載の媒体。
　［４０］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスにおいて実行さ
れるべき前記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、［３２］に記載の
媒体。
　［４１］　モバイルデバイスによって実行されるべき機能を決定するためのサーバであ
って、
　音特徴を受信する手段と、前記音特徴は、前記モバイルデバイスによってキャプチャさ
れたメディア音から抽出され、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
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る手段と、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少な
くとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき前記機能を決定する手段と、
　を備える、サーバ。
　［４２］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記決定する手段は、前
記モバイルデバイス上に前記広告を表示するような前記機能を決定するように構成された
、［４１］に記載のサーバ。
　［４３］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべき
キーワードに関連し、前記決定する手段は、
　前記キーワードを前記検索エンジンに送信し、
　前記検索エンジンから検索結果を受信し、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力するような
前記機能を決定するように構成された、［４１］に記載のサーバ。
　［４４］　前記決定する手段は、前記モバイルデバイスの構成を調整するような前記機
能を決定するように構成された、［４１］に記載のサーバ。
　［４５］　前記決定する手段は、
　実行されるべき前記機能の通知を出力し、
　前記機能を実行するための入力を受信し、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行するような
前記機能を決定するように構成された、［４１］に記載のサーバ。
　［４６］　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音の音レベルが所定の音レベ
ルよりも大きい場合、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、［４１］に記載
のサーバ。
　［４７］　前記音特徴は、前記キャプチャされたメディア音から中間音特徴を抽出する
ことと、前記音特徴を生成するために前記中間音特徴に少なくとも１つの基礎フィルタを
適用することとによって、前記キャプチャされたメディア音から抽出される、［４１］に
記載のサーバ。
　［４８］　複数の基礎フィルタから、前記複数の基礎フィルタの各々によって１ペアの
サンプル音から抽出された音特徴間の類似度の程度に基づいて、前記少なくとも１つの基
礎フィルタを選択する手段をさらに備える、［４７］に記載のサーバ。
　［４９］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、前記モバイルデバイスによって実行さ
れるべき前記機能とコンテキスト情報とを含むメタデータに関連する、［４１］に記載の
サーバ。
　［５０］　モバイルデバイスであって、
　前記モバイルデバイスの外部の音出力デバイスからのメディア音をキャプチャする手段
と、
　前記キャプチャされたメディア音から音特徴を抽出する手段と、
　前記音特徴に基づいて、基準音特徴のセット中の少なくとも１つの基準音特徴を識別す
る手段と、基準音特徴の前記セット中の各基準音特徴は、複数のメディア音のうちの少な
くとも１つと、複数の機能のうちの少なくとも１つとに関連し、
　前記少なくとも１つの識別された基準音特徴に基づいて前記モバイルデバイスによって
実行されるべき機能を決定する手段と、
　前記モバイルデバイスにおいて前記決定された機能を実行する手段と、
　を備える、モバイルデバイス。
　［５１］　前記少なくとも１つの基準音特徴は広告に関連し、前記実行する手段は、前
記モバイルデバイス上に前記広告を表示するように構成された、［５０］に記載のモバイ
ルデバイス。
　［５２］　前記少なくとも１つの基準音特徴は、検索エンジンによって検索されるべき
キーワードに関連し、前記実行する手段は、
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　前記キーワードを前記検索エンジンに送信することと、
　前記検索エンジンから検索結果を受信することと、
　前記モバイルデバイス上に前記検索結果を出力することと
を行うように構成された、［５０］に記載のモバイルデバイス。
　［５３］　前記実行する手段は、前記モバイルデバイスの構成を調整するように構成さ
れた、［５０］に記載のモバイルデバイス。
　［５４］　前記実行する手段は、
　実行されるべき前記機能の通知を出力することと、
　前記機能を実行するための入力を受信することと、
　前記受信された入力に応答して前記機能を実行することと、
　を行うように構成された、［５０］に記載のモバイルデバイス。
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